
広報 

12-１
No.1103

2 0 0 4年
（平成16年）

市制50周年記念式典 …………２
子ども議会 ………………………４
みんなの広場 …………………６
お知らせ ………………………10
相談コーナー …………………11
健康だいすき …………………12

「火の用心！」
駅前をパレード

秋の火災予防週間の初日となった９日、啓明保育
園の園児89人が、駅前を中心に防火パレードを行い
ました。
同保育園は、平成２年に「幼年消防クラブ」を結

成し、今回のパレードは14回目となります。
園児らは、おそろいの法被を着て「火事をなくそ

う瑞浪市、みんなで守ろう火の用心」と、大きな声
で市民に火災予防を呼びかけました。

主な内容
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平
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瑞
浪
市
功
労
者
表
彰 

社
会
福
祉
功
労
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社
会
教
育
功
労
者 

保
健
衛
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功
労
者 

公
共
公
益
功
労
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消
防
功
労
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善
意
・
善
行
者 

産
業
功
労
者 

教
育
文
化
功
労
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11
月
13
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
市

制
50
周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
バ
サ
ラ
瑞
浪
普
及
振
興
会
に

よ
る
「
お
か
み
さ
ん
ソ
ー
ラ
ン
」
で
幕
開

け
、
そ
の
後
、
功
労
者
表
彰
と
市
制
50
周

年
記
念
特
別
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
『
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

と
し
て
、
市
内
の
市
立
中
学
３
年
生
全
員

に
よ
り
「
手
の
ひ
ら
を
か
ざ
し
て
」
と
「
心

の
中
に
き
ら
め
い
て
」
が
合
唱
さ
れ
、
式

典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

        

▼
社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安
定
に
尽
力 

小
木
曽
暁
美
（
日
吉
町
）
主
任
児
童
委
員 

桜
井
　
逸
平
（
土
岐
町
）
社
会
福
祉
協
議
会
役
員 

安
江
　
友
也
（
釜
戸
町
）
社
会
福
祉
協
議
会
役
員 

小
木
曽
小
波
（
樽
上
町
）
結
婚
相
談
員 

小
栗
惠
美
子
（
日
吉
町
）
結
婚
相
談
員 

中
島
　
美
江
（
土
岐
町
）
更
生
保
護
女
性
の
会
役
員 

 ▼
教
育
、
学
芸
、
そ
の
他
の
文
化
振
興
に
尽
力 

加
知
　
久
宗
（
稲
津
町
）
小
中
学
校
長
会
長 

 ▼
社
会
教
育
、
体
育
の
振
興
に
尽
力 

鈴
木
　
孝
司
（
稲
津
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
陸
上
協
会
役
員 

松
井
　
文
子
（
山
田
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
体
育
指
導
委
員 

藪
崎
　
竹
夫
（
陶
　
町
） 

　
　
　
　
　
　
陶
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

安
藤
　
俊
郎
（
上
野
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

加
納
　
伸
夫
（
土
岐
町
） 

　
　
　
　
　
　
土
岐
小
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

板
橋
　
孝
治
（
日
吉
町
） 

　
　
　
　
　
　
日
吉
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

酒
井
　
智
浩
（
穂
　
並
） 

　
　
　
　
　
　
釜
戸
女
子
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

加
納
　
常
男
（
寺
河
戸
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員 

小
栗
　
源
吾
（
釜
戸
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
役
員 

纐
纈
　
利
行
（
日
吉
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
体
育
協
会
役
員 

永
井
　
文
徳
（
陶
　
町
） 

　
　
　
　
　
　
陶
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

梶
田
　
勝
美
（
稲
津
町
） 

　
　
　
　
　
　
稲
津
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

鈴
木
　
民
男
（
恵
那
市
） 

　
　
　
　
　
　
陶
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

日
比
野
進
一
（
土
岐
町
） 

　
　
　
　
　
　
土
岐
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

森
川
　
修
三
（
稲
津
町
） 

　
　
　
　
　
　
稲
津
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

伊
藤
　
照
雄
（
陶
　
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

今
井
　
研
二
（
土
岐
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

小
木
曽
文
夫
（
陶
　
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員 

安
藤
　
　
昇
（
稲
津
町
） 

　
　
　
　
　
　
稲
津
小
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

高
橋
　
明
範
（
北
小
田
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

正
村
　
京
司
（
稲
津
町
） 

　
　
　
　
　
　
稲
津
小
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者 

 ▼
産
業
の
開
発
、
振
興
に
尽
力 

加
藤
　
勝
美
（
明
世
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
観
光
協
会
常
任
理
事 

加
藤
　
延
彦
（
陶
　
町
） 

　
　
　
　
　
　
恵
那
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
理
事 

遠
山
　
統
治
（
釜
戸
町
） 

　
　
　
　
　
　
丸
昭
釜
戸
鉱
業
協
同
組
合
理
事 

成
瀬
　
廣
晃
（
稲
津
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
観
光
協
会
理
事 

永
島
喜
一
朗
（
寺
河
戸
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
理
事 

西
尾
　
弘
行
（
北
小
田
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
商
工
会
議
所
役
員 

渡
邉
　
　
眞
（
土
岐
町
） 

　
　
　
　
　
　
協
同
組
合
メ
イ
ト
理
事
長 

 ▼
保
健
衛
生
の
改
善
、
向
上
に
尽
力 

松
原
　
菊
代
（
明
世
町
） 

　
　
　
　
　
　
瑞
浪
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長 

 ▼
公
益
団
体
の
役
職
員
等
で
、
地
域
活
動
の

発
展
向
上
に
寄
与
、
他
の
模
範 

安
保
　
征
示
（
土
岐
町
）
区
長
会
長 

 ▼
消
防
団
員
と
し
て
、
多
年
職
務
に
精
励
し
、

他
の
模
範 

中
村
　
淳
司
（
陶
　
町
）
消
防
団
員 

水
野
　
博
之
（
釜
戸
町
）
消
防
団
員 

籏
　
　
秀
樹
（
明
世
町
）
消
防
団
員 

奥
村
　
義
二
（
大
湫
町
）
消
防
団
員 

中
山
　
直
樹
（
稲
津
町
）
消
防
団
員 

 ▼
市
民
の
模
範
と
な
る
善
意
・
善
行 

ト
　
ロ
　
ル
（
土
岐
町
） 

　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

五
つ
の
え
ん
ど
う
豆
（
土
岐
町
） 

　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 
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市
制
50
周
年
記
念
式
典 

市
制
50
周
年
記
念 

　
　
　
特
別
表
彰
者 

感 

謝 

状 

贈 

呈 

    

▼
市
制
50
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
、
社
会

の
進
歩
に
著
し
く
功
労
が
あ
り
、
市
民
の

模
範
、
ま
た
は
、
行
政
の
進
展
に
寄
与 

市
　
川
　
晴
　
宣
（
陶
　
町
） 

勝
　
股
　
　
　
敬
（
稲
津
町
） 

　
　
井
　
秋
　
男
（
土
岐
町
） 

余
　
語
　
範
　
二
（
明
世
町
） 

宮
　
下
　
俊
　
夫
（
南
小
田
町
） 

水
　
野
　
時
　
三
（
釜
戸
町
） 

和
　
田
　
芳
　
行
（
稲
津
町
） 

玉
　
田
　
孝
　
男
（
日
吉
町
） 

古
　
田
　
貞
　
子
（
土
岐
町
） 

河
　
野
　
文
　
吾
（
釜
戸
町
） 

野
　
平
　
統
一
郎
（
高
月
町
） 

小
木
曽
　
正
　
敏
（
陶
　
町
） 

早
　
瀬
　
宣
　
明
（
明
世
町
） 

小
　
栗
　
幸
　
江
（
日
吉
町
） 

近
　
藤
　
泰
　
文
（
宮
前
町
） 

工
　
藤
　
　
　
誠
（
稲
津
町
） 

田
　
中
　
久
　
雄
（
明
世
町
） 

纐
　
纈
　
さ
ち
江
（
日
吉
町
） 

篠
　
原
　
久
　
雄
（
陶
　
町
） 

　
　
田
　
宣
　
子
（
稲
津
町
） 

へ
ち
ま
座
小
劇
場
（
土
岐
町
） 

小
　
倉
　
訓
　
三
（
土
岐
町
） 

木
　
股
　
鉦
　
三
（
宮
前
町
） 

伊
　
藤
　
正
　
幸
（
土
岐
町
） 

加
　
藤
　
勝
　
利
（
上
野
町
） 

加
　
藤
　
利
　
博
（
北
小
田
町
） 

井
　
澤
　
康
　
樹
（
寺
河
戸
町
） 

中
　
村
　
俊
　
男
（
和
合
町
） 

（
故
）小
木
曽
　
誠
（
陶
　
町
） 

刑
　
部
　
好
　
之
（
土
岐
町
） 

土
　
屋
　
敏
　
彦
（
土
岐
町
） 

海
　
野
　
一
　
美
（
寺
河
戸
町
） 

古
　
橋
　
起
洋
史
（
大
湫
町
） 

加
　
藤
　
美
知
代
（
明
世
町
） 

渡
　
邉
　
勝
　
利
（
日
吉
町
） 

井
　
口
　
千
代
子
（
恵
那
市
） 

大
　
熊
　
三
　
也
（
土
岐
町
） 

蟹
　
井
　
　
　
昌
（
明
賀
台
） 

保
　
母
　
徳
　
生
（
陶
　
町
） 

山
　
内
　
典
　
義
（
樽
上
町
） 

冨
　
田
　
　
　
進
（
多
治
見
市
） 

伊
　
奈
　
治
　
行
（
常
滑
市
） 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道
（
明
世
町
） 

堀
　
部
　
　
　
修
（
一
色
町
） 

大
　
野
　
卓
　
司
（
須
野
志
町
） 

小
　
川
　
成
　
　
（
釜
戸
町
） 

堀
　
部
　
盛
　
夫
（
日
吉
町
） 

日
比
野
　
和
　
雄
（
土
岐
町
） 

奥
　
村
　
昭
　
文
（
明
世
町
） 

小
木
曽
　
京
　
子
（
陶
　
町
） 

奥
　
村
　
　
　
了
（
明
世
町
） 

バ
サ
ラ
瑞
浪
普
及
振
興
会
（
寺
河
戸
町
） 

中
山
道
400
年
祭
実
行
委
員
会
（
日
吉
町
） 

河
　
口
　
建
　
喜
（
上
野
町
） 

伊
　
藤
　
昌
　
和
（
北
小
田
町
） 

大
　
島
　
忠
　
義
（
稲
津
町
） 

中
　
島
　
紀
　
六
（
土
岐
町
） 

工
　
藤
　
和
　
也
（
宮
前
町
） 

永
　
井
　
良
　
幸
（
陶
　
町
） 

大
　
島
　
忠
　
和
（
稲
津
町
） 

田
　
口
　
典
　
宏
（
陶
　
町
） 

成
　
瀬
　
　
　
修
（
北
小
田
町
） 

加
　
藤
　
博
　
一
（
陶
　
町
） 

板
　
橋
　
正
　
博
（
日
吉
町
） 

大
　
山
　
一
　
男
（
寺
河
戸
町
） 

　
　
木
　
正
　
光
（
稲
津
町
） 

成
　
瀬
　
允
　
道
（
稲
津
町
） 

明
日
の
稲
津
を
築
く 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
稲
津
町
） 

釜
戸
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
釜
戸
町
） 

日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
日
吉
町
） 

陶
町
明
日
に
向
か
っ
て 

　
　
　
　
街
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
陶
　
町
） 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
大
湫
町
） 

下
　
一
　
色
　
区
（
一
色
町
） 

不
　
破
　
八
　
良
（
山
田
町
） 

消
防
団
第
１
分
団
第
３
部
（
明
世
地
区
） 

栄
町
ふ
れ
あ
い
の
会
（
土
岐
町
） 

大
湫
機
械
化
営
農
組
合
（
大
湫
町
） 

安
　
藤
　
秋
　
義
（
大
湫
町
） 

天
　
野
　
長
三
郎
（
大
湫
町
） 

渡
　
邉
　
俊
　
典
（
大
湫
町
）
　 

  ▼
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附 

稲
津
町
保
険
ク
ラ
ブ
（
稲
津
町
） 

小
田
町
・
寺
河
戸
町
・
山
田
町 

　
　
　
　
簡
易
保
険
ク
ラ
ブ
（
一
色
町
） 

小
田
町
簡
易
保
険
ク
ラ
ブ
（
北
小
田
町
） 

瑞
浪
市
商
業
防
犯
組
合
（
土
岐
町
） 

小
木
曽
　
多
　
美
（
土
岐
市
） 

全
建
総
連
瑞
浪
総
支
部
（
上
平
町
） 

東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
（
多
治
見
市
） 

瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・ 

　
　
　
　
　
ダ
ン
ス
同
好
会
（
上
平
町
） 

今
　
井
　
耕
　
道
（
土
岐
町
） 

市
　
岡
　
邦
　
子
（
明
賀
台
） 

（
社
）日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
（
東
京
都
） 

明
世
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
明
世
町
） 

日
吉
小
学
校
児
童
会
（
日
吉
町
） 

瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
上
平
町
） 

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
（
東
京
都
） 

（
故
）鈴
木
　
義
武
（
土
岐
市
） 

株
式
会
社
ト
キ
ワ
（
中
津
川
市
） 

ふ
る
さ
と
会
（
還
暦
記
念
事
業
）
（
陶
　
町
） 

▼
多
年
に
わ
た
り
水
道
行
政
に
協
力 

明
智
町
阿
妻
区
（
恵
那
市
） 

瑞浪市役所　1 68-21113



要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
弁 

質
問
要
旨
と
答
弁 
（
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
） 

〈
前
編
〉

〈
前
編
〉 

「
将
来
将
来
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
く
り
の
担
い
手
か
手
か
ら
の
提
案
提
案
」 

〈
前
編
〉

〈
前
編
〉 

「
将
来
将
来
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
く
り
の
担
い
手
か
手
か
ら
の
提
案
提
案
」 

〈
前
編
〉 

「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
か
ら
の
提
案
」 
瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
を
開
催 

  

１
、
片
山
　
　
翠
　
さ
ん 

（
土
岐
小
学
校
） 

　
　
　
「
土
岐
川
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
場
の
設
定
に

つ
い
て
」 

土
岐
川
の
状
況
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
川
の
状
況
・
問

題
を
発
表
す
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
建
設
水
道
部
長
） 

総
合
学
習
で
の
「
タ
ナ
ゴ
復
活
作
戦
」
の
活
動
は
大

変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。 

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
や

ホ
タ
ル
の
育
成
活
動
な
ど
、
こ
う
し
た
活
動
が
市
民
の

方
た
ち
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

毎
年
開
催
し
て
い
る
環
境
フ
ェ
ア
で
は
「
土
岐
川
に

住
む
魚
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

調
査
・
研
究
の
結
果
を
展
示
ま
た
は
発
表
で
き
る
よ
う

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

２
、
犬
飼
　
裕
美
子
　
さ
ん 

（
陶
小
学
校
） 

　
　
　
「
休
日
の
過
ご
し
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い
て
」 

イ
ベ
ン
ト
の
時
や
土
・
日
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
経
済
環
境
部
長
） 

土
曜
日
・
日
曜
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
、
今

の
と
こ
ろ
多
く
の
利
用
が
見
込
め
な
い
た
め
、
瑞
浪
の

市
街
地
を
廻
る
も
の
以
外
は
走
ら
せ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。 

ま
た
、
陶
町
か
ら
瑞
浪
駅
ま
で
は
路
線
バ
ス
と
競
合

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
は
走
ら
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

基
本
的
に
民
間
バ
ス
と
同
じ
定
期
バ
ス
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
際
、
臨
時
バ
ス
と
し
て
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
主
催
者
が
運
行
さ
せ
る
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
利
用
し
て
休
日
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

今
後
、
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
走
ら
せ
な

が
ら
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
時
刻
表
等
を
見
直

し
て
い
き
ま
す
。 

　
11
月
20
日
、
第
２
回
瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
が
市
役
所

市
議
会
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
市
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
子
ど
も

た
ち
が
持
っ
て
い
る
疑
問
、
要
望
、
未
来
の
夢
な
ど
を

発
表
し
て
も
ら
い
、
市
民
の
声
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

市
政
へ
の
参
加
や
、
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
思
い

を
寄
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催

さ
れ
た
も
の
で

す
。 

　
こ
の
日
は
、

議
長（
土
岐
小

学
校
　
水
野
亜

唯
さ
ん
）を
含

め
15
人
が
参
加

し
、
お
と
な
顔

負
け
の
質
疑
に

市
執
行
部
側
も

真
剣
に
対
応
し

ま
し
た
。 

　
今
回
は
前
編

と
し
て
７
人
の

子
ど
も
議
員
の

質
問
・
答
弁
を

紹
介
し
ま
す
。

（
後
編
に
つ
い

て
は
次
号
で
掲

載
す
る
予
定
で

す
） 
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要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
弁 

要
旨 

答
弁 

〈
前
編
〉 

「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
か
ら
の
提
案
」 

〈
前
編
〉 

「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
か
ら
の
提
案
」 

 
 

３
、
沼
田
　
優
美
　
さ
ん 

（
瑞
浪
小
学
校
） 

　
　
　
「
こ
ん
な
さ
く
ら
さ
く
ら

の
散
歩
道
に
し
て
ほ
し
い
」 

道
沿
い
に
だ
れ
で
も
使
え
る

公
共
の
ト
イ
レ
と
、
一
方
通
行

の
標
識
を
分
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
建
設
水
道
部
長
） 

公
共
ト
イ
レ
の
設
置
に
は
、
上
下
水
道
・
電
気
・
駐

車
場
・
設
置
後
の
維
持
管
理
な
ど
多
く
の
課
題
を
整
理

し
計
画
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

浪
花
駐
車
場
・
駅
前
な
ど
の
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、
ト
イ
レ
の
位
置
を
示
し
た
分
か
り
や
す
い
看

板
を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
方
通
行
規
制
の
標
識
は
、
夜
に
分
り
に
く
い
の
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

  

４
、
安
藤
　
サ
ヤ
　
さ
ん 

（
釜
戸
小
学
校
） 

　
　
　
「
釜
戸
を
活
気
の
あ
る
町

へ
」 若

い
人
が
働
く
会
社
や
施
設

を
誘
致
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

釜
戸
の
素
敵
な
自
然
を
楽
し
め

る
遊
歩
道
を
作
っ
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
企
画
部
長
） 

現
在
、
山
田
町
に
工
業
団
地
・
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
パ
ー
ク
の
造
成
を
行
っ
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
企
業

が
来
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。 

町
の
よ
さ
を
生
か
し
た
遊
歩
道
の
提
案
に
あ
る
よ
う

に
、
市
で
は
年
２
回
「
花
の
都
推
進
事
業
」
に
取
り
組

み
、
花
の
苗
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

協
働
を
テ
ー
マ
に
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん

で
す
。
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
活
気
の
あ
る
町
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

５
、
大
島
　
里
香
さ
ん 

（
瑞
浪
小
学
校
） 

　
　
　
「
瑞
浪
の
川
全
て
が
き
れ

い
な
川
に
」 

命
の
源
で
あ
る
瑞
浪
の
川
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
み
え
る
の
か
。 

　
　
　（
経
済
環
境
部
長
）
　 

大
島
さ
ん
の
河
川
水
質
調
査
は
、
調
査
河
川
の
選
定

や
検
査
方
法
な
ど
大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。 

市
で
は
、
多
治
見
市
・
土
岐
市
な
ど
と
一
緒
に
「
土

岐
川
を
美
し
く
す
る
会
」
を
つ
く
っ
て
お
り
、
河
川
水

質
を
保
全
す
る
た
め
、
河
川
美
化
の
啓
発
活
動
、
清
掃
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
各
地
域
、
各

団
体
の
活
動
と
し
て
も
河
川
美
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

川
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
り
、
郷
土
の
川
と
し
て

誇
れ
る
よ
う
「
全
て
の
市
民
で
」
瑞
浪
の
川
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

６
、
櫻
戸
　
歩
夢
さ
ん 

（
土
岐
小
学
校
） 

　
　
　
「
桜
堂
の
街
灯
設
置
に
つ

い
て
」 

夜
間
、
不
審
者
に
よ
る
犯
罪

や
交
通
事
故
の
危
険
が
あ
る
。

安
全
対
策
の
た
め
、
街
灯
の
設

置
を
。 

　
　
　（
総
務
部
長
） 

市
内
の
交
通
事
故
・
犯
罪
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

街
灯
の
設
置
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
要

望
が
あ
り
、
人
や
車
の
交
通
状
況
、
地
域
の
状
況
を
み

な
が
ら
、
地
元
の
区
長
さ
ん
と
相
談
を
し
て
設
置
を
検

討
し
て
い
ま
す
。 

防
犯
対
策
と
し
て
は
、
悪
質
で
巧
妙
に
な
っ
て
い
る

犯
罪
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
、
警
察
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が
市
内
で
も
実
施
さ

れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
地
域
ぐ
る
み
の
パ
ト
ロ
ー
ル
・

安
全
対
策
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
や
防
犯
組
織
対
策
づ
く
り

も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
と
し
て
も
、
み
ん
な
で
安
全
な
安
心
で
き
る
町
を

つ
く
る
た
め
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
一
つ
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

７
、
安
藤
　
理
菜
さ
ん 

（
稲
津
小
学
校
） 

　
　
　
「
輪
の
広
が
る
公
園
を
」 

稲
津
町
の
老
人
保
健
施
設
ひ
ざ

し
の
近
く
に
広
く
て
ベ
ン
チ
の
あ

る
公
園
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。 

　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
） 

児
童
遊
園
地
が
小
里
地
区
に
３
箇
所
、
萩
原
地
区
に

は
２
箇
所
あ
り
ま
す
。 

す
ば
ら
し
い
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
良
い
環
境
の
中
で
、

お
友
達
と
工
夫
を
し
な
が
ら
、
安
全
な
場
所
を
選
ん
で

遊
ぶ
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

市
で
は
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
行
動
計
画
」
の
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 こ

れ
か
ら
も
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
の
心
を
大
切

に
し
て
、
地
域
の
人
と
協
力
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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みんなの広場みんなの広場みんなの広場

住
宅
防
火
診
断
で
ひ
と
安
心 

稲
中
生
徒
が
郡
上
踊
り
を
学
ぶ 

福
祉
施
設
に
麺
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　
11
月
８
日
、
製
麺
協
同
組
合
東
濃
支
部
の
水
野
信
幸

支
部
長
が
、
陶
町
の
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
サ
ニ
ー

ヒ
ル
ズ
み
ず
な
み
」
を
訪
れ
、
施
設
の
利
用
者
に
う
ど

ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
毎
年
11
月
11
日
の
「
め
ん

の
日
」
を
前
に
、
細
く
・
長
く
・
長
寿
の
願
い
を
込
め

て
、
同
支
部
が
東
濃
地
域
の
福
祉
施
設
を
対
象
に
実
施

し
て
お
り
、
市
内
で
は
同
施
設
と
白
寿
荘
、
陶
生
苑
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
水
野
支
部
長
が
「
細
く
長
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
同
施
設
の
利

用
者
で
つ
く
る
会
「
ふ
れ
あ
い
会
」
の
遠
藤
敏
光
代
表

に
麺
を
手
渡
す
と
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。 

　
11
月
４
日
、
消
防
本
部
が
中
部
電
力
と
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
を
得
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅

の
防
火
診
断
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
診
断
は
火
災
予
防
週
間
を
前
に
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
に
高
齢
者
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
診
断
を
受
け
た
お
年
寄
り
は
「
日
頃
気
付
か
な
い
よ

う
な
事
を
い
ろ
い
ろ
と
指
摘
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

有
難
い
で
す
。
指
摘
を
受
け
た
事
を
さ
っ
そ
く
実
行
に

移
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
消
防
署
員
と
中
部
電
力
の
職
員
は
「
こ
れ
か
ら
の
時

期
、
灯
油
や
ス
ト
ー
ブ
の
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
」
「
水
気
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
電
気
を
使
わ
な

い
。
た
こ
足
配
線
に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
注

意
を
促
し
て
い
ま
し
た
。 

　
11
月
５
日
、
稲
津
中
学
校
で
県
内
の
伝
統
文
化
を
学

ぼ
う
と
「
郡
上
踊
り
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
学
習
会
は
、
県
教
育
週
間
の
日
の
一
環
と
し
て
、

地
域
住
民
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
学
習
会
で
は
、
郡
上
市
か
ら
「
郡
上
お
ど
り
保
存
会

（
藤
田
政
光
会
長
）」
の
メ
ン
バ
ー
５
人
を
招
き
、
全
校

生
徒
146
人
と
住
民
25
人
が
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
大
き
な
輪
に
な
り
「
川
崎
」
と
「
春

駒
」
を
踊
り
ま
し
た
。 

　
「
川
崎
」
で
は
、
保
存
会
に
よ
る
三
味
線
と
、
生
徒

に
よ
る
お
囃
子
と
唄
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
る
な
ど
、

生
徒
ら
は
伝
統
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

が
ん
ば
っ
て
ま
す「
千
曲
匠
楓
会
」 
瑞
中
生
徒
が
職
場
体
験 

第
９
回
瑞
浪
市
児
童
・
生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展 

　
10
月
30
日
・
31
日
、
食
器
デ
ザ
イ
ン
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
31
日
に
は
そ
の
入
賞
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
応
募
総
数
２
２
０
６
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
、
市
長
賞
や
各
理
事
長
賞
な
ど
30
点
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。 

　
市
長
賞
、
理
事
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

・
市

長

賞
　
斉
　
藤
　
京
　
葉
（
瑞
浪
小
４
年
生
） 

・
理
事
長
賞
　
山
　
内
　
麻
　
斗
（
瑞
浪
小
１
年
生
） 

　
　  

〃 

　
　
田
　
中
　
樹
貴
也
（
陶
小
２
年
生
） 

　
　  

〃 

　
　
土
　
屋
　
映
　
美
（
土
岐
小
３
年
生
） 

　
　  

〃 

　
　
小
　
林
　
沙
都
子
（
稲
津
小
５
年
生
） 

　
　  

〃 

　
　
今
　
井
　
麻
　
耶
（
土
岐
小
６
年
生
） 

　
　  

〃 

　
　
秋
　
山
　
友
里
江
（
陶
中
１
年
生
） 

　
千
曲
匠
楓
会（
千
曲
匠
楓
会
主
）は
、
瑞
浪
に
５
教
室

あ
り
、
週
１
回
新
日
舞
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
や
っ
て
お
り
、
年
に
６
・
７
回
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
今
は
11
月
21
日
に

大
湫
町
で
行
わ
れ
る
「
姫
街
道
ま
つ
り
」
に
む
け
て
、

練
習
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
の
踊
り
は
、
５
分
程
度
で

踊
れ
る
初
心
者
の
方
に
も
親
し
み
や
す
い
踊
り
で
す
。

　
普
段
着
な
い
着
物
を
着
た
り
、
な
り
き
っ
て
踊
る
こ

と
が
楽
し
い
そ
う
で
す
。
会
主
さ
ん
は
、
「
新
日
舞
を

や
っ
て
み
る
こ
と
で
、
見
て
い
る
の
と
は
違
う
新
し
い

楽
し
さ
が
あ
る
の
で
、
や
っ
て
み
て
下
さ
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
　
　
（
記
事
・
写
真
　
西
尾
美
香
・
岡
庭
い
づ
み
） 

　
11
月
11
日
、
瑞
浪
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
148
人
が
、

市
内
を
中
心
に
、
69
の
企
業
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し

た
。 

　
市
役
所
に
は
、
企
画
政
策
課
の
広
聴
広
報
係
に
、
西

尾
美
香
さ
ん
と
岡
庭
い
づ
み
さ
ん
の
２
人
が
、
広
報
誌

づ
く
り
の
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
西
尾
さ
ん
と
岡
庭
さ
ん
は
、
午
前
中
に
広
報
誌
を
各

自
治
会
へ
配
布
す
る
た
め
の
仕
分
け
作
業
を
手
伝
い
、

午
後
か
ら
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
日
本
舞
踊
サ
ー
ク
ル

の
取
材
を
し
て
、
記
事
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
２
人
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
練
習
風
景
を
カ
メ
ラ
に
納

め
、
「
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。
何
を
目

標
に
活
動
し
て
い
ま
す
か
」
な
ど
の
取
材
を
行
い
、
記

事
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。 
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12
月
市
議
会
　
定
例
会
日
程 

▽
開
会
・
議
案
上
程
　
　
12
月
１
日 

▽
一
般
質
問
　
　
　
　
12
月
９
・
10
日 

▽
採
決
・
閉
会
　
　
　
　
12
月
24
日 

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
議
会
事
務
局
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
人
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
） 

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

給
食
セ
ン
タ
ー
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

澄
ん
だ
歌
声
や
演
奏
を
披
露 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
秋
季
交
流
会
結
果 

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
野
球
交
流
会
試
合
結
果 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

野
　
球 

“ 
” 

　
10
月
３
日
・
16
日
・
23
日
の
３
日
間
、
市
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
秋
季
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
瑞
浪
小
学
校
な

ど
、
市
内
の
各
会
場
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

優
勝  

瑞
浪
Ａ
　
２
位  

稲
津
　
　
３
位  

釜
戸 

 

《
６
年
生
》 

優
勝  

稲
津
　
　
２
位  

瑞
浪
Ｂ
　
３
位  

瑞
浪
Ａ
、日
吉 

《
５
年
生
》 

優
勝  

瑞
浪
　
　
２
位  

土
岐
　
　
３
位  

稲
津
、釜
戸 

《
４
年
生
》 

優
勝  

稲
津
Ａ
　
２
位  

瑞
浪
Ｂ
　
３
位  

釜
戸
、瑞
浪
Ａ 

　
10
月
24
日
・
31
日
の
２
日
間
、
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー

ツ
野
球
交
流
会
」
が
市
民
野
球
場
で
開
催
さ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
勝
　
戸
狩（
明
世
町
）
　
２
位
　
栄
町（
土
岐
町
） 

３
位
　
水
洗（
稲
津
町
）
　
下
一
色（
一
色
町
） 

　
11
月
17
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
51
回
瑞
浪
市
小

中
学
校
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
15

校
か
ら
約
１
０
０
０
人
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
合
唱

や
楽
器
演
奏
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
同
音
楽
会
は
、
学
校
で
の
音
楽
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
午
前
に
小
学
校
の
部
、

午
後
に
中
学
校
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
音
楽
会
で
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
美
し
い

歌
声
と
、
和
太
鼓
や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
に
、
来
場
者

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
わ
き
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

12
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は「
歓
喜
の
歌
」で
す 

◎
防
災
行
政
無
線（
屋
外
放
送
）は
、窓
を
開
け
る
か
、外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
11
月
10
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第
55
回
全
国

学
校
給
食
研
究
協
議
大
会
」
で
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表

彰
を
受
け
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
同
11
日
、
　
嶋
市

長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
表
彰
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
、
地
場
産
業
を
生

か
し
た
陶
磁
器
食
器
の
使
用
や
、
献
立
に
地
元
で
収
穫

さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
使
用
し
て
、
郷
土
料
理
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
の
河
野
瞭
所
長
は
、
「
職
員
は
　
洗
手

（
せ
ん
て
）必
勝
　
を
合
言
葉
に
、
衛
生
管
理
に
は
一
番

気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
以
上
に
、
安
心
・

安
全
・
お
い
し
い
給
食
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
」
と
　
嶋

市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は

「
こ
の
よ
う
な

表
彰
を
受
け
、

保
護
者
の
方
に

も
、
よ
り
安
心

し
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
」
と

話
し
て
い
ま
し

た
。 
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みんなの広場みんなの広場

手
づ
く
り
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花
飾
り 

土岐児童センター 

小玉弦太朗ちゃん 
（３歳） 
山 田 町 

工藤舞子ちゃん 
（２歳） 
土 岐 町 

げんたろう まいこ 

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド「
市
民
講
座
」 

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド「
市
民
講
座
」 

①「
燃
料
電
池
の
組
み
立
て
に
挑
戦
！
」 

②「
温
泉
科
学
入
門
」こ
れ
で
あ
な
た
も
温
泉
博
士 

「
酒
器
の
愉
し
み
…
」 

「
酒
器
の
愉
し
み
…
」 

『
堀
江
東
山
展
』 

『
堀
江
東
山
展
』 

冬
の
竜
吟
の
森
　
写
真
作
品
募
集 

冬
の
竜
吟
の
森
　
写
真
作
品
募
集 

瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館 

・
内
　
容
　
燃
料
電
池
の
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て
、
燃

料
電
池
の
仕
組
み
や
そ
の
構
造
に
つ
い
て
学
び
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

・
対
　
象
　
高
校
生
以
上
　
一
般 

・
定
　
員
　
20
人 

・
参
加
費
　
200
円 

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

　
①
は
12
月
４
日
か
ら
、
②
は
12
月
11
日
か
ら
、

電
話
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

　
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
　
1
６
６
‐
１
１
５
１ 

　
　
　
　
　E-m

ail

　sciencew
@
astec-gifu.jp

１
月
23
日（
日
）
　
13
時
〜
15
時
30
分 

・
内
　
容
　
温
泉
と
は
何
か
？
日
本
全
国
の
温
泉
の
成

分
の
分
析
や
そ
の
効
能
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
自

分
で
温
泉
の
素
を
作
り
ま
す
。 

・
対
　
象
　
小
学
４
年
生
以
上
　
一
般 

・
定
　
員
　
32
人 

・
参
加
費
　
無
料 

２
月
６
日（
日
）
　
13
時
〜
15
時 

・
入
館
料
　
大
　
　
人
　
200
円 

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
100
円 

・
休
館
日
　
１
月
10
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日 

　
　
　
　
　
１
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
） 

　
　
　
　
　
年
末
年
始（
12
月
27
日
〜
１
月
４
日
） 

・
開
館
時
間
　
９
時
〜
17
時 

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７
‐
２
５
０
６ 

・
内
　
容
　
笠
原
町
で
生
ま
れ
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
活
躍
し
た
「
堀
江
東
山
」
の
伊
羅
保

釉
の
刷
毛
塗
り
が
施
さ
れ
た
茶
碗
や
花
器

な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

・
入
館
料
　
一
般
300
円 

高
大
生
200
円 

小
中
学
生
無
料 

・
休
館
日
　
１
月
10
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日 

　
　
　
　
　
１
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
） 

　
　
　
　
　
年
末
年
始（
12
月
24
日
〜
１
月
５
日
） 

・
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

◎
問
合
せ  

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館 

1
２
３
‐
１
１
９
１ 

12
月
７
日（
火
）〜
１
月
30
日（
日
） 

　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
で
は
、竜
吟
の
滝
や
竜
吟
湖
、水
晶
山

な
ど
竜
吟
峡
の
冬
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。 

・
募
集
要
綱 

　
ひ
と
り
２
点
ま
で 

　
サ
イ
ズ
　
４
つ
切
り（
縁
付
き
、
ワ
イ
ド
版
不
可
） 

※
写
真
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
題
名
、
撮
影

日
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
締
　
切
　
平
成
17
年
２
月
25
日（
金
）
必
着 

◎
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３
‐
０
０
１
５ 

12
月
７
日（
火
）〜
２
月
13
日（
日
） 

　
11
月
16
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
「
花
づ
く

り
花
か
ざ
り
同
好
会（
横
山
浩
三
会
長
）」
が
手
づ
く
り

の
プ
ラ
ン
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
明
徳
橋
を
飾
り
付
け
ま
し

た
。 

　
同
会
は
、
稲
津
町
の
小
里
消
費
生
活
協
同
組
合
か
ら

譲
り
受
け
た
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
利
用
し
て
プ
ラ
ン

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作

り
、
こ
の
日
は
メ
ン

バ
ー
８
人
が
葉
ボ
タ

ン
や
パ
ン
ジ
ー
が
植

え
ら
れ
た
、
プ
ラ
ン

タ
ー
12
個
を
橋
の
両

脇
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
横
山
会
長
は
「
心

の
癒
し
に
な
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 
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・期　　日 １月18日（火）
・集　　合 ８時50分　東濃西部総合庁舎

17時帰着予定
・行 き 先 世界淡水魚水族館「アクア・トトぎふ」

笠松競馬場施設見学　他
・定　　員 40人（希望者多数の場合は抽選）
・費　　用 バス代のみ無料

入館料・昼食代等は参加者負担
・申込方法 12月27日（月）までに（当日消印有効）、

往復はがきに住所・氏名・年齢・電話
番号を記入し、下記へ郵送。
はがき１枚につき２人まで記入可。
返信用の宛名には代表者の住所・氏名を
記入すること。

◎申込・問合せ 〒507-8708 多治見市上野町５-68-１
東濃地域農林商工事務所　産業労働課
123-1111 内線218

・日　時 12月５日（日） 10時～
９時より整理券を配布

・場　所 瑞浪市陶磁器会館（美濃焼プラザ）
※５,000円のくじ引きにより、陶芸家の作品が当ります。
◎問合せ 瑞浪市陶磁器会館　168-0777

・期　　日 12月４日（土）～12日（日）10時～17時
※４日のみ19時～オカリナ演奏
※期間中呈茶あり

・場　　所 NPO瑞浪芸術館（稲津町萩原1220-２）
・出品作家 かつみゆきお（木工）、近藤精宏（粉引）

中村嘉津雄（俳優・陶芸） 他多数
チャリティー売上げは、全額芸術館運営・維持へ寄付。
◎問合せ NPO瑞浪芸術館　166-2170

・対　　象 高校、大学、短大、大学院、専修学校
等に入学・在学されるお子様をお持ち
の保護者で、年間収入が990万円

（事業所得者は770万円）以内の方
・融資期間 10年以内
・融資金額 200万円以内（学生・生徒１人につき）
・利　　率 年１.７％（11月10日現在）
※詳しくは下記へおたずねください。
◎問合せ 国民生活金融公庫多治見支店
〒507-0837多治見市青木町6-2 122-6341

10平成16年12月１日

★親子遊び（体操、ふれあい遊びなど）
・対象児 １歳～２歳の誕生日位まで
期　日 12月14日（火）、１月21日（金）
・対象児 ２歳～就園前
期　日 12月17日（金）、１月20日（木）
※上記いずれの期日も時間は10時～11時30分です。
また内容は、年令・月によって異なります。

★クリスマスコンサート（めだかの会の方による）
音楽と映像のファンタジーを楽しみませんか。
・日　時 12月21日（火） 10時15分～11時30分
・対象児 ２歳位～就園前
★人形劇（むすび座）
『さわってみたら』『赤ちゃんゴリラのゴリゴリ』
・日　時 １月25日（火） ９時45分～11時位
・対象児 ３才位～就園前（親子30組）
◎申込・問合せ 子育て支援センター　166-1064

今年も全国各地から100チーム３,000人の踊り子
が瑞浪駅前広場に集合、カラフルな衣装に身を包ん
で、よさこい鳴子踊りを披露します。飛び入り大歓
迎の総踊り・ワオドリにも、ぜひご参加ください。
当日は正月用品が当たる３,000人の大ビンゴ大会

や北海道物産市、食べ物・飲み物満載の名物おかみ
さん横丁も開催され、終日にぎわいます。
また、落語家の桂三枝師匠を審査委員長にお迎え

して、全国商店街応援企画・新曲『ソーラン音頭』
歌い手オーディションも同日開催。各地の名物おか
みさんのパフォーマンスの競演をお楽しみくださ
い。
・日　時 12月19日（日） 10時～16時30分
・会　場 JR瑞浪駅前広場・市営浪花駐車場ほか
・主な日程

10：30 「ソーラン音頭」歌い手選考会
11：00 どまつりタイム
12：00 ランダム総踊り
14：00 3000人の大ビンゴゲーム大会
14：30 ファッションショー
15：30 会場一帯をワオドリの渦に
16：00 バサラ大乱舞
・主　催 瑞浪市商店街連合会　
・共　催 バサラ瑞浪普及振興会
◎問合せ みずなみ駅前ふれあい館　167-2623

圏域間交流バス参加者募集

瑞浪芸術館　支援チャリティー展

国の教育ローン【国民生活金融公庫】

瑞浪陶芸協会“小品展”
出品点数（100点）売切れ次第終了瑞浪名物・年末恒例の踊り納め

バサラカーニバル2004開催

子育て支援センター（稲津保育園内）
「おんぶにだっこ教室」からのお誘い



※上記以外の入居者募集は行っておりません。 
応募資格　◆原則として市内に３カ月以上住所または３カ月以

上勤務地があり、かつ、市税を滞納していない方 
◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯
を構成する方（単身で入居できる場合もあります） 
◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方 

応募期間　12月１日（水）～12月８日（水） 
※お問い合せには、平成15年分の所得のわかる書類
をご用意ください。 

団地名 

市営住宅入居者募集 管財課 
1内線324市営住宅入居者募集 管財課 
1内線324

所在地 形式 募集数 構造 

2DK １ 簡２ 
PC造 

2DK ２ 簡平 
PC造 

竜吟 釜戸町 

家　賃 敷金 
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瑞浪市役所　1 68-211111

・日　時 12月５日（日） 13時～16時
・場　所 瑞浪共同福祉施設（JR瑞浪駅北）
・内　容 経営上の資金繰り、多重債務、

消費税、所得税、交通事故相談など
◎問合せ 陶都民主商工会　154-6714

土地区画整理法第20条第１項の規定により縦覧を
行います。
・縦覧期間 12月１日（水）～14日（火）
・縦覧場所 区画整理課（土曜、日曜は宿直室）
※なお、この計画案についての意見書は12月28日ま
でに瑞浪市長に提出することができます。

◎問合せ 区画整理課　1内線249

平成16年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。調査の実施にあたっては、本年12月から来年１
月にかけて調査員がお伺いします。
なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確
なご記入をお願いします。
◎問合せ 男女共同参画推進室　1内線335

陶都民主商工会「なんでも相談会」

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…12月13日（月） 10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…12月16日（木） 10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…12月１日（水）・８日（水）・26日（日）
10時～16時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日　10時～15時

◆高齢者・障害者権利擁護相談
社会福祉協議会　168-4148

日時…12月９日（木） 13時30分～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線160

日時…12月６日（月） ９時～12時
◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245

日時…12月21日（火） 10時～15時
※高齢者向け住宅改修相談有り

◆税務相談 税務課　1内線120
日時…12月16日（木） 10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　12月１日（水） 10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

12月１日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティーセンター

12月８日（水）10時～12時
・日吉コミュニティーセンター

12月８日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…12月７日（火） ９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・金曜日　13時～17時

（28・31日を除く）
◆電話相談 相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） 11月分 12月10日（金）
○固定資産税 ３期分 12月27日（月）
○国民健康保険料 12月分 12月27日（月）
○保育料 12月分 12月27日（月）
○水道料金・下水道使用料 11月分 12月27日（月）
○市営住宅使用料 12月分 12月27日（月）
○介護保険料 12月分 12月27日（月）
○中央土地区画整理徴収精算金

（分割納付第４回分） 12月30日（木）

12月４日（土）・10日（金）・15日（水）・21日（火）・
27日（月）・31日（金）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー
（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）（12月分）

下益見土地区画整理事業
事業計画変更（第２回）の縦覧のお知らせ

製造事業所の皆様へ
「統計調査に御協力ください」



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 

広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。 

～平成16年度献血推進功労表彰～ 

「世界エイズデー」について 

三種混合１期初回予防接種 
　　　申し込み期限を延長します 

麻しん予防接種 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

15時開始 

12時30分開始 

第１子は13時集合 
第２子以上は 
13時45分～14時15分受付 

９時50分～10時受付 
（終了は11時30分） 

３ 歳 児 健 康 診 査   
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
歯ブラシ・コップ・タオル 
※保護者の歯科健診等を 
　同時に実施します。 

平成13年12月１日～ 
　　　12月15日生まれ 

平成13年12月16日～ 
　　　12月31日生まれ 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　お越しください。 

３歳６ヶ月児はみがき教室 平成13年６月生まれ 12月14日（火） 

母子健康手帳 
コップ・タオル ６歳臼歯ムシ歯予防教室 平成10年12月生まれ 12月20日（月） 

母子健康手帳 
お茶 １歳児すくすく教室 平成15年12月生まれ 12月16日（木） 

母子健康手帳 ４ヶ月児健康審査  平成16年８月生まれ  12月21日（火） 

12月21日（火） 
４歳児はみがき教室 平成12年12月生まれ 

４歳６ヶ月児はみがき教室 平成12年６月生まれ 

12月17日（金） 

12月24日（金） 

　長年に亘り献血にご協力いただいています瑞浪ライ
オンズクラブが「厚生労働大臣感謝状」を、ムライ機
器株式会社が「岐阜県知事表彰状」、大湫病院が「岐
阜県献血推進協議会長感謝状」を受賞されました。 
　これまでの献血への積極的なご協力に深く感謝いた
します。 
 
 
　12月１日は、「世界エイズデー」です。 
　今年度のテーマは、「“HIV”と“エイズ”のちがい、
知っていますか？」です。“エイズ”とは、“HIV”
というウイルスに感染することによって生じるさまざ
まな病気の総称です。 
　“HIV”に一度感染してしまうと、現在のところ完
全に治療する方法はなく、無治療の場合、平均して10
年ほどで“エイズ”を発症すると考えられています。
　発病を抑えることや症状が悪化しないようにするた
めの治療はかなり進んでいます。 
　東濃地域保健所では、相談やHIV抗体検査を実施し
ていますので、心配なことがある場合は是非ご利用く
ださい。 
＜相談及び検査日＞毎月第１・第３水曜日 
　　　　　　　　　午前11時～11時30分 
　　　　　（予約制：電話で予約してください。） 
※心配なことがあってから、抗体のできる３ヶ月経過
してから検査をします。 

※検査結果は、１週間後に面接にて説明します。 
＜問合せ＞東濃地域保健所　123‐1111（内線362） 

　上記予防接種の申し込み期限を12月17日（金）まで延
長します。 
　該当者でハガキを提出されていない方は、至急保健
センターへ申し込みください。 
　詳細は、広報みずなみ11月１日号をご覧下さい。今
回の期限を過ぎれば申し込みはお断りします。 
　すでに申し込みされている方は、早めに医療機関へ
電話予約してください。 
　なお三種混合１期追加の申し込みについては２月１
日号に掲載します。 

〈対象者〉　 
平成15年12月生まれ 
※満７歳半（90ヶ月）未満で 
　まだ接種していない児も含む 
　ただし、麻しんにかかったこ 
　とのある児は除く 
〈料　金〉　無料 
〈接種方法〉①12月27日（月）までに、申込みハガキを

保健センターまで提出してください。 
②１月１日（土）以降に希望した医療機関
に電話予約をし、接種してください。 


